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　哺乳類の発生には、父方（精子）と母方（卵子）の両方の遺伝子が必要である。しかし、2004 年に東京
農業大学の河野教授のチームは、一方の卵子の遺伝子発現パタ ンーをオスのパタ ンーに改変し、卵子のみ
を用いて正常な子マウスを誕生させる単為生殖に成功した。その時には1 % 以下という非常に低い成功率で
あったが、2007 年 8 月、同教授らは 30% 以上に上げることに成功したと発表した。この技術は、クロー
ン技術とは異なる新しい動物生産技術であり、将来的には、例えば、優秀な家畜の生産技術として実用化
も期待される。さらに論文ねつ造疑惑で問題となった韓国の黄博士の研究による ES 細胞も、単為生殖に
よる ES 細胞であったことが判明している。このように単為生殖の研究領域は新しい展開を示し、にわかに
注目が集まっており、今後のこの分野のさらなる研究の進展が予想される。
トピックス1　単為生殖という新しい研究領域で大きな進展
　哺乳類の発生には、父方（精子）と母方（卵子）の両
方の遺伝子が必要である。父方由来の遺伝子のみ、
あるいは母方由来の遺伝子のみでは、胚（受精卵で
あって胎盤を形成する前のもの）の形成は生じても
発生は進まず、個体は形成されない。
　この理由は、父方と母方の遺伝子上のそれぞれ異
なる場所に化学的な印（インプリンティングとい
う）がついているからである。印がついた部分の機
能は抑制されるため、父方と母方では遺伝子の発現
のパターンが異なり、したがって、どちらか片方由
来の遺伝子では、個体発生に必要な遺伝子は不十分
であるために個体は発生できない。
　一方、哺乳類以外の魚類（例えばギンブナ）や鳥類
（例えば七面鳥）などでは、メスの遺伝子だけで個体
発生がおこる単為生殖（virgin birth）が見られる。
したがって以前は、個体発生にオスの存在を必須と
するのは哺乳類だけの特徴であり、哺乳類に単為生
殖は生じないと考えられていた。
　しかし、2004年に東京農業大学の河野友宏教授
のチームによりこの概念は覆された。このチーム
は、卵子だけを用いて正常な子マウスを誕生させる
ことに世界で初めて成功した1）。
　河野教授らは、オスとメスでインプリンティング
パターンが異なる2個の遺伝子（lgf2遺伝子は父方
で発現、H19遺伝子は母方で発現）に注目し、父方由
来の遺伝子発現のパターンにするために、オスでは
ほとんど遺伝子発現していないH19遺伝子を欠損
した変異メスマウスを作成し、インプリンティング
が完了していない非成長期の卵母細胞の核を取り
出して、正常に母方のインプリンティングが終了し
た別のメスマウスの卵子の核と組み合わせて2倍体
の卵子を作成した結果、子マウスを誕生させること
ができた。しかし、この時の子マウスの誕生の成功
率は非常に低く、1%以下であった。
　河野教授らは、さらに研究を進め、前述の2個の遺
伝子を父方の遺伝子発現パターンにするために、前
回と同様のH19遺伝子に加えて、Dlk1-Dio3遺伝子も
欠損した変異メスマウスを作成し、この変異マウス
の卵細胞と正常マウスの卵子を用いて子マウスを
誕生させた。その結果、30%以上の高い確率で正常
な子マウスを誕生させることに成功し、2007年8月
20日付のネイチャーバイオテクノロジーの電子版
に発表した2）。
　今回の研究の成果は、基礎研究としては、生殖と
いう観点から哺乳類の進化を解明する手がかりと
なると考えられる。また、単為生殖による個体の作
成の成功率が上がったことから、本技術の実用化に
関してかなり期待できるようなレベルにも達した
と考えられる。この技術は、コピー生物をつくるク
ローン技術とは全く異なる新しい動物生産技術で
あり、将来的には、例えば優秀な家畜の生産技術に
利用できると考えられる。
　さらに、この技術はES細胞の作成など再生医療
に関する技術開発にも利用される可能性が高い。
　実は、単為生殖によるヒトES細胞の作成にはすで
に成功しており、2007年8月にセル・ステムセル3）
の電子版で発表されている。これは、論文のねつ造
疑惑で問題になった韓国の黄博士が2004年にサイ
エンスに発表した研究によるES細胞（当時は、体細
胞核移植で作成したと発表）を、ハーバード大学医
学部の研究者らが再度詳細に分析した結果、単為
生殖によるES細胞であったことが判明したもので
ある。単為生殖によるES細胞の作成は世界で初で
あったと言える。
　このように単為生殖の研究領域は新しい展開を
示し、にわかに注目が集まって来ている。今後、この
分野の研究のさらなる進展が予想される。
参　考
1）Nature 428, 860-864.（2004）
2）Nature Biotechnology 電子版（2007 年 8 月 19 日）
3）Cell Stem Cell 1, 1-7 （2007）
